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はじめに
　岩猿敏生は，京都大学附属図書館事務長・事務部長を20年間務めた後，1976年関西大学文学
部教授として，教育者・研究者に転じ，13年間後進の指導にあたった。また図書館情報学会	
（旧称図書館学会）でも1983年度から1986年度まで副会長として，1987年度から1995年度まで
会長として学界の活動を牽引した。
　本稿は，九州大学附属図書館から，京都大学附属図書館に勤務した時期に焦点をあて，彼の
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足跡を研究することを課題とする。この時期の彼の著作「大学図書館近代化運動の流れのもと
に」２）を手がかりとして，岩猿が実施した京都大学附属図書館の近代化について考察を加える。
　大学図書館の近代化について，岩猿は，「戦後日本の図書館界では，これまでの整理中心か
ら奉仕活動に重点がうつされてきた。これは近代図書館のあり方として当然なことといえるで
あろう。近代図書館は近代社会をその存在基盤とするものである。だから天皇制デスポチズム
（専制）の支配した戦前の館界で，図書館奉仕という近代図書館の理念が貫かれなかったのも
当然であろう。（中略）日本の社会体制そのものの遅れた制約されたものであった」３）と述べ
ている。
１．「大学図書館の近代化」の定義
　「大学図書館の近代化」について，東京大学附属図書館長岸本英夫は，「近代大学の図書館
というものは，もはや，図書をしまっておく場所ではない，図書ひろく，効果的に，読ませる，
利用させるような働きをする，その働きこそ近代大学図書館の役割である」４）と定義している。
２．「大学図書館近代化」運動の流れ
　日本の大学図書館に関する法令上の取扱いは，「国立学校設置法」（1949年）第６条に「国立
大学に，附属図書館を置く」という条文があるだけであった。これをうけた法令「国立学校設
置法施行規則」（1949年）第12条に「附属図書館には館長を置き，その大学の教授をもって充
てる。但し，必要がある場合には，事務職員をもって充てることができる」とあるだけで，図
書館のあり方とか，その活動について，法的には何も規定がなされていない。その不備を補う
かたちで，「大学図書館基準」（1952年）が，大学基準協会（民間団体）によって作成された。
この基準は，大学図書館に関する最初の包括的な基準であり，大学図書館関係者からは大いに
注目を集めた。専門職としての司書，あるいは専任館長制を原則としている点など，今後の目
標を示す点もないではないが，この基準は新制大学の認可基準との関係もあり，図書館の最低
の基準を定めたもので，実際には大学図書館のレベルを上げる上では，ほとんど何の役にたた
なかった。そのことから，「国立大学図書館改善要項」（1953年），「私立大学図書館改善要項」	
２）	『図書館雑誌』61巻８号（1967年８月），pp.10−12.
３）	「ライブラリアンについて（自由論壇）」『図書館雑誌』Vol.50,	No.4,	1956.4,	p.122.
４）	「東京大学附属図書館改善記念式典（式辞）」より『大学図書館の近代化を目指して・その行方』元東京大学
附属図書館長　岸本英夫図書館関係論集・記録ノート　金子豊編東京大学附属図書館	2007.7巻頭語
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（1956年），「公立大学図書館改善要項」（1961年），「私立大学図書館運営要項」（1963年），薬学
図書館改善要項，私立短期大学図書館の要項などの改善要項があらわれる。
３．「国立大学図書行政の現状と問題点」５）
　1956年，京都大学附属図書館事務長に就任２年後の執筆である。タイトルには国立大学図書
館となっているが，岩猿が京都大学図書館行政の実態を調査し分析をしている。冒頭で新制大
学における図書行政の混乱の原因を，「大学に研究・教育のための根本資料としての図書を，
全学的に利用できない状態のまま（大学附属図書館に全学図書の綜合目録が未整備な状態）に
放置して，ただ蔵書の数量だけで大学設置の許可」（p.134）を与えたこととしている。岩猿は
京都大学図書館行政上の問題点・課題を列挙して，1．受入　2．目録　3．保管　4．管理の４
項目にわけ現場の問題点・課題を列挙し，利用者サービスを重視する岩猿の見解は，人手不足
のため整理中心主義になり，奉仕関係に人手が不足することになっていると指摘している。こ
の岩猿の見解には，戦前からの歴史ある大規模総合大学京都大学の図書館の複雑な構造や実態
の把握に，本館事務トップの地位あることによる限界があった６）。人手不足の原因は整理中心
のためであり，そのため奉仕関係の人員が公共図書館にくらべ少ないとの捉え方は，部局図書
室・学科図書室・研究室図書室・研究所図書室等の現場の情報不足による判断の誤りである。	
「国立大学の図書行政の現状と問題点」は，戦前からの歴史のある大規模総合大学における図
書館複雑な実態（学部図書室との地理的位置，学部の自治，附属図書館と部局図書室との行政
組織関係等）にいち早く着目し，問題点を析出していることは注目すべきである７）。
４．「大学図書館近代化運動の流れのもとに」８）
　大学図書館の近代化について最初に，近代化運動の展開を記し，①	経営管理　②	収書，蔵
書　③	整理，奉仕　④	施設の４項目につき，先行する関係論文を紹介し，それらを論究して
いる。近代化運動の展開：大学図書館の近代化への要求は，図書館内部からの動きである岸本
東大館長による東京大学図書館の近代化運動に始まり，全国的に多きな影響を与えた。同時に
図書館の外部からの要求については，日本学術会議が内閣総理大臣佐藤栄作宛てに行った勧告
５）	『図書館雑誌』Vol.52,	No.5,	1958.5,	p.134−147.
６）	「京都大学図書館業務機械化概要書」1983.5,	p.79−84.
７）	部局図書室等の現状は、館報「静脩」1964（昭和39）年９月以降順次掲載された。
８）	『図書館雑誌』Vol.61,	No.8,	1967.8,	p.324−326.
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「大学図書館の近代化について」（1964（昭和39）年）と，科学技術会議が総理大臣あてに出し
た意見書「科学技術振興の総合的基本方策」（1966（昭和41）年）をあげている（p.324）。
　1）経営管理の近代化：具体的な大学図書館の近代化は，①	経営管理面における近代化，②	
収集，整理，奉仕の面における近代化，③	施設・設備の近代化等が考えられる。経営管理の
面における近代化の問題について，岩猿は，沢本孝久の「図書館をとりまく近代的環境に答え
るように図書館経営することである」９）を引用し，たとえば，情報源資料の増大，研究方法の
変貌，工学技術の進歩による図書館業務の機械化の可能性の増大等，旧来の図書館経営では応
え得ない近代的環境が生まれている。このような近代的環境に図書館が応えていこうとするの
が，図書館の近代化である（p.324）」と述べ，その経営管理を近代化するためには，まず業務
の分析が必要であるとしている。
　業務の分析には，システム・アナリシスが必要であり，現状の分析のあと，評価が必要にな
る。評価には，量的評価と質的評価があり，量的評価には，図書館経営の評価に原価計算的観
点をもちこんだ	①	河田政雄の「図書館業務の原価的管理について」10），②	尾原忠雄「医学図
書館業務の原価計算」11），図書館経営管理の近代化の問題を，全体的に概説した文献として	③	
沢本孝久「図書館経営の近代化」12），大学図書館管理の問題を近代経営学の立場からとり上げ
るべきことを説いた	④	大山綱憲「近代的大学図書館と近代的管理職能」14），システム・アナ
リシスの方法としてのフロー・チャート法の図書館業務への適用として，⑤	野口廸子「フロ	
ー・チャート	―図書館業務の流れ図への応用―」14）及び「フロー・チャート：その動向と発注・
受入業務改善の一例」15）を紹介している。
　オーソライズされたはじめてのものとして，全国国立大学図書館長会議作成『大学図書館の
業務分析』16）をあげ，「大学図書館の業務を，さらに専門職が取り扱うべき業務と非専門職が
取り扱うべき業務という観点から分析したものとして挙げている。「ただ，業務の項目だけで，
具体的にどのような業務内容をもつものか必ずしも明確ではないので，解説を作る作業が進め
られている」と述べ，この種の業務分析により，はじめて，図書館の専門職員がどのような業
務を取り扱が明確にされ，専門職として図書館員の身分を確立していく土台が固められるので
９）	「図書館経営の近代化」『医学図書館』Vol.13,	No.1,	1966.	p.1−13.
10）	『図書館界』Vol.16,	No.6,	1965.	p.167−174.
11）	『医学図書館』Vol.13,	No.1,	1966	.p.75−84.	
12）	前掲５）
13）	「大学図書館における諸問題」『私立図書館協会』1965.
14）	『図書館界』Vol.15,	No.1,	1963.	p.7−13.
15）	『医学図書館』Vol.13,	No.1,	1966.	p.61−74.	
16）	全国国立大学図書館館長会議編	日本図書館協会，1968.8,	210p.
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ある（p.324）。図書館の近代化には図書館職員の専門職としての身分の確立が必要であること
を指摘し，図書館運営を近代化し，さらにそれを発展させていく主軸となるのは図書館員であ
ることを強調している。
　2）収書，蔵書構成の近代化：「収書及び蔵書構成の問題こそ，大学図書館をどのように機能
させるかを考える場合，もっとも根本的な問題である。これまでもっぱら教官の関与する分野
として，図書館員はノータッチである事が多かった」（p.325）と述べ，堀内郁子「大学図書館
蔵書論」17），入交光三「大学図書館収書政策」18），永田清一「自館蔵書構成の科学化」19），不用
図書の廃棄の問題について，酒井忠志「単行書の発行年と利用」20）を挙げている。そして，こ
れは一般調査であるから，すぐに一定の相関関係は云々できないが，調査方法として，きわめ
て示唆的であると評価している。
　3）整理，奉仕の近代化：「新しい大学図書館の運営（指定図書制度が大学図書館の近代化の
一環としてようやく定着しつつある，あるいは主題部門別閲覧制度が導入されている。）に即
応した目録体制の問題などが，公共図書館における問題とは異なった角度から，検討されるべ
きではなかろうか」（p.325）と大学図書館独自の問題としている。
　奉仕の近代化について，石川清治「授業形態との関連における学生の図書館利用学習につい
ての一考察」21）を，大学における授業形態との関連（利用者の実態調査）で着目して書かれた
論文として紹介し，「琉球大学という特定の機関におけるケース・スタディーである（石川）
とことわっているが，ここに描き出された教授形態および学生の図書館利用実態は，そのまま
全国の大学にも見られるものと思う。（中略）一読に値する興味ある論」（p.326）としている。	
「大学図書館では，研究者に対する雑誌利用の閲覧奉仕がより重要であり，雑誌の購入，廃棄，
閲覧室内での効果的な配置のためにも，利用調査の必要性を説き，すぐれた調査結果を津田
良成「北里記念医学図書館における雑誌の利用調査」22）に見ることができると紹介している」
（p.326）。奉仕活動の近代化のためには，参考奉仕活動の発展のためには，全図書館機構の改
革が必須であることを述べ，大学におけるレファレンス・ワークの重要性について，境域・研
究活動とも深いかかわりがあると述べ，長澤雅男「大学図書館近代化の機軸としてのレファレ
ンス・ワーク」23）を紹介している。相互協力には，学内部局間の協力と外部の協力という二重
17）	 Library Science	no.2,	1964.
18）	「大学図書館おける諸問題」に所収
19）	同上			
20）	『図書館界』Vol.17,	No.4,	1965.
21）	琉球大学教育学部紀要10集	1967.	
22）	 	Library Science	no.2,	1964.
23）	 	Library Science	no.3,	1965.
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の協力活動が必要であると述べている。堀内郁子「大学，学術図書館の協力の問題」24）のなか
で「しかし日本の現実は，協力すべき単位となる一つ一つの図書館がおおむね立遅れた非能率
な状態にあるので，それらの図書館が集まって行う協力活動の実績は乏しい。わずかに見るべ
きものは，前述した医学図書館相互貸借サービスである。」と述べていることに岩猿は注目して，
主題を同じくする図書館相互の組織化の必要を述べている。主題別組織化の観点から大学図書
館の相互協力活動を論じたものとして，近畿地区国公立大学図書館協議会編「大学図書館の相
互協力活動」25）を挙げている。
　4）施設の近代化：大学図書館施設委員会が1966（昭和41）年４月に文部大臣に答申した「大
学図書館施設計画要項」をとりあげ，まだ文部省の正式の大学図書館施設基準とはなっていな
いが，大学図書館の建築を，機能，組織，運営と密接に建築技術上とむすびつけて考察した点
におおきな特徴があると述べ，大学図書館建築について，エルスワース著「大学図書館の建築」
長倉恵美子翻訳26）を紹介している。
５．岸本英夫 27）の東京大学附属図書館の「近代化」と京都大学附属図書館の「近代化」
　京都大学附属図書館の行政職のトップにいた岩猿にも大きな影響を与えた岸本英夫東京大学
図書館経営の近代化について，岸本館長が，①	全学総合目録の編成　②	図書館組織体制の確
立	③	指定図書制度の強化充実　④	中央図書館の大改装，改修　⑤	文献複写・国際交換，貴
重書管理の改善・停滞業務の打開・館外貸出制度を開始といった具体的な近代化の課題を挙げ
たのに対して，岩猿は，大学図書館の近代化運動について，図書館内部からの近代化運動と，
図書館外部の要求からの近代化運動があり，図書館内部からの近代化には，①経営管理　②収
書，蔵書　③整理，奉仕　④施設の４項目に集約して問題点を羅列し，関係論文を挙げ，岩猿
の論考をしている。図書館外部からの近代化については，日本学術会議が内閣総理大臣佐藤栄
作宛てに行った勧告「大学図書館の近代化について」（昭和39年），科学技術会議が内閣総理大
臣佐藤栄作宛てに出した意見書「科学技術進行の総合的基本方策」（昭和41年）がそれぞれ提
出され，大学図書館近代化の必要性が強調されている（p.324）。図書館関係者に大学図書館の
近代化の課題を大学図書館関係者に説いている。
　岸本館長の業績としては，大学図書館の近代化については，東大学内だけでなく図書館界へ
24）	「大学図書館の相互協力活動」近畿地区国公立大学図書館協議会編	1966.
25）	『図書館雑誌』Vol.61,	No.5,	1967.	
26）	 JLA1966.	
27）	館長在職期間　1960（昭和35）年４月～1964（昭和39）年１月	
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周知するための働きがあげられ，1962年３月　メトカーフ（Keyes	Dewitt	Metcalf）ハーバー
ド大学副館長と，1963年５月から６月に，ブライアント（Douglas	W.	Bryant）ハーバード大
学名誉館長を招待し，全国各地で講演会を行ったことがあげられる。このような活動が，図書
館外部からの近代化をもたらし，他の大学図書館にもおおきな影響を与えたとして，岩猿は銘
記すべき業績であると激賞している28）。
６．国立大学図書館近代化の流れ
　東京大学，京都大学で始められた国立大学図書館の近代化（改革）の波は，1954（昭和29）
年に発足し，国立大学図書館の改善のため，おおいに尽くすところがあった全国国立大学図書
館長会議が，大学図書館の近代化に対する各方面からの要請の高まりとともに，従来の組織を
根本的にあらため，機構を強化する必要にせまられ，委員長館を広島大学とする，組織強化の
ための特別委員会がもうけられ，文部省とも事務的折衝の結果，新しい規約のもとに，従来の
館長会議を解散して，1968（昭和43）年	国立大学図書館協議会として発足し，創立総会が東京
大学で開催された。協議会は，役員は理事20名，幹事２館より構成され，理事は互選によって，
会長，副会長（２館）を選出する。理事は各地域から選出される。近畿地区選出館の理事は，
京都大学，大阪大学，滋賀大学の３館。理事会での互選の結果，本年度の会長は東京大学，副
会長館として京都大学と北海道大学が選出された。20館の理事は，第一部会は，図書館の管理
問題を扱い，第２部会はそれ以外の問題の処理にあたる。各部会は10名の理事で構成された。
７．京都大学附属図書館の近代化
1）京都大学附属図書館運営機構の近代化
　1953（昭和28）年10月，第29回（京都大学附属図書館）商議会は「商議会規程」，「附属図書館	
規則」，「附属図書館規則執行手続」の改正を決議。「商議会規程」の改正内容：「第４条　商議
会は図書館長が招集し議長となる。」従来は列席者であった館長が商議会の主宰者となり，総
長の諮問機関であるという性格が消滅し，「学長の諮問機関としての図書館委員会」から「館
長の諮問機関としての図書館委員会」に改正された。「附属図書館規則」の改正内容：第１条
「京都帝国大学附属図書館ハ京都帝国大学ノ図書ヲ貯蔵スル所トス」が「京都大学附属図書館
は，京都大学に所蔵する図書の管理と運用をつかさどる」に改正され，「蔵書のための図書館」
から「利用者のための図書館」に変更された。1959（昭和34）年７月には「附属図書館長候補
28）	「大学図書館の流れのもとに」図書館雑誌	Vol.61,	No.8,	1978.8,	p.324.
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選考内規」を改正，館長任期が４年から３年に変更された。1959（昭和34）年９月，事務機構
が改正され，新しい京都大学附属図書館の運営基礎が確立した。
　1964（昭和39）年10月京大における図書館機構の近代化を進めるため。「京都大学図書館改善
特別委員会」が商議会の承認のもとに発足した。委員会の目的は，大学図書館近代化の問題を
審議していく。基本的問題を明らかにする，将来歩むべき基本方針を打ち出す（図書館組織全
体の機能，運営等を再検討）等であった。委員会は，各学部・教養部・附置研究所，教授・助
教授により構成された。委員会の主な議題は，図書館サービス諸問題。本館と部局図書室の関	
係：分散方式	or	集中方式，コンテンツ・シート・サービス，閲覧・貸出，図書の収集組織，
雑誌の収集および利用上の諸問題（寄贈・交換窓口の一本化，欠号の処理，ソ連科学アカデミー
発行雑誌の英訳版購入），文献複写業務。部局図書室の現状と問題では，部局図書室の現状と
改善策・機能，保存図書館，学問分野別の専門図書館，人事と予算等はばひろいものであった。
具体的な議題項目は，「京都大学附属図書館の概念について」。附属図書館とは何か，本館と部
局図書室の関係，図書館商議会のあり方。検討事項：図書の廃棄，保存図書館の問題，ロシア
語雑誌の英訳本の共同購入，冊子目録（農学編）。将来計画の立案を行う等であった。岩猿の
立場は兼事務部長事務取扱として会議に同席した。1965（昭和40）年11月に，通算10回開催さ
れた京都大学図書館改善特別委員会終了が資料し，同委員会は。1966（昭和41）年３月　総長
に『京都大学附属図書館報告書』提出した。報告書の要点は，附属図書館の実情と大学図書館
の近代化の見地から，図書館サービスの現状における問題点と将来のあり方，部局図書室のあ
り方，附属図書館の概念，改善されるべき目標ないし構想が具体的に掲げられており，以後の
図書館運営において検討の成果が強く打ち出され図書館行政を推進していく方針となり，1966	
（昭和41）年５月の附属図書館商議会規程改正（改正内容は，商議員に附置研究所から若干名
参加。各種の専門委員会を随時開催できるよう条文化した。商議会開催の発議の明確化）につ
ながった。この改正により，それ以後の図書館商議会が本学の図書館運営上に果たすおおきな
役割が明確に位置付けられた。
　1969（昭和44）年11月「図書館問題を検討改善するための商議会専門委員会」が商議会のも
とに組織された。12月から1971（昭和46）年3月まで13回開催され，大学図書館改革問題につい	
て，新しい大学における図書館の位置付けのための諸問題を検討された。
　主な検討事項は，①	商議会のあり方　②	学内における附属図書館長の地位（図書館長と評
議会の関係，図書館長と商議会との関係）　③	本館の総合図書館的機能：管理，情報，学習・
教養，保存図書館計画　④	部局図書館と本館および教養部図書室との関係　⑤	全学的な図書
館組織のあり方，図書館間の連絡調整の不充分さ　⑥	予算問題　⑦	京都大学附属図書館の機
械化計画　⑧	部局図書委員会の諸問題　⑨	部局図書室や部局の図書委員会などであった。討
議の結果として，1971（昭和46）年３月開催の同第13回で『商議会専門委員会報告』が承認さ
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れている。
　『京都大学附属図書館六十年史』の編纂と「大学図書館改革問題懇談会」：京都大学附属図
書館創立60年記念事業のひとつとして，編纂された本館史である。岩猿敏生が企画，編集を
担当し，館員が協力して各部門を執筆した。編集の目的意図したことは，「この図書館に働く
私たちの新しい出発点をしるしづけたいということがその一つである。（中略）現在は過去の
集約である。本館史の上で，いまのわたしたちの置かれている歴史的時点を正しくつかむこ
とによって，今後の進路の展望も得ることができるであろう。（中略）本館は現在の国立大学
附属図書館としては，東京大学とともに，官制上はじめての附属図書館である。その意味で，
善かれ悪しかれ，本館史は国立大学附属図書館の歩いた歴史の，ひとつの典型を示すであろ	
う」29）。
　京都大学図書館が近代化を進めている時期に図書館員により，『京都大学附属図書館六十年
史』が編纂されたことは，とりもなおさず図書館業務の現状分析になった。その意味でも重要
な刊行であった。『京都大学附属図書館六十年史』は図書館員だけで構成された委員会で編纂
されたものである。執筆者は岩猿を含め10名で構成された。直接執筆に当たらなかった館員た
ちも，資料の調査を援助するなど，館員全員の一致協力によってなされたものである。教官の
援助をうけることなく，図書館員だけでこの「京都大学附属図書館六十年史」の刊行をなした
ことは，商議員をはじめとする学内の教官等にも図書館員の実力とレベルを客観的に示す良い
結果をもたらした。また，この作業を通じて図書館員としての専門性にめざめ，図書館の近代
化に関心を持つ図書館員が生まれたことである。その成果が，商議会とは別に，各部局の有志
の図書館員により，1969（昭和44）年８月「大学図書館改革を検討する準備会をつくるための
準備会」が結成された。この名称には，当時の事務官と教官との関係が鮮明に現れている。専
門委員会での議論を現場レベルに引き寄せて大学図書館運営の根本理念からサービスの実情
そして大学図書館のあるべき姿について議論。議題：①	利用者に対して図書館は十分役割を
果たしてきたか　②	附属図書館と部局図書室の連携は機能してきたか　③	商議会や部局図書
委員会の役割はどうか　④	サービスの円滑化のために図書館業務はどのように改善されるべ
きか。専門委員会での議論を現場レベルに引き寄せて，大学図書館経営の根本理念からサービ
スの実情，そして大学図書館のあるべき姿について議論が行なわれるようになり，学生が利用
しやすい図書館への体質改善を行い，利用者サービスを重視しようとする姿勢から，現場で働
く職員の視点から問題点が整理されたといえる。大学の根源的なあり方から発した，大学図書
館改革への図書館職員による問題意識の現れであった。大学紛争の影響をうけて事務官（司書	
職）が教官（特に教授層）に，発言できる雰囲気や機会ができたことも大きい。この準備会は
29）	『京都大学附属図書館六十年史』あとがき，p.321.
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発展的に解消し，1970（昭和45）年２月に全学図書館職員にまで範囲を広げた「大学図書館改
革問題懇談会」（仮称）として再出発した。目標は，「大学図書館のあり方について」であった。
商議会でも紹介され，日常の実務面から問題点を抽出した点で，実のある大学図書館改革を実
現する参考となった。この検討のなかで，図書館職員の中からもコンピュータの導入が検討さ
れ，システム化への関心が高まったり，図書館の近代化がさらに進行した30）。
　1973（昭和48）年１月　館長が評議員として評議会に出席することになり，京都大学の最高
機関の決定に発言権を得ることになった。
　「国立大学の評議会に関する暫定措置を定める規則」（1953（昭和28）年４月22日文部省公	
布）では，「附置研究所の教授，附属図書館長，（中略）その他重要な職にある職員を評議員と
することができる」とあったが，京都大学において1953（昭和28）年９月29日から施行された
「評議会規程」では，附属図書館長は評議員の一員ではなかった。「国立七大学（旧七帝大）の
中で評議員会に出席していないのは京都大学だけであり，部局の立場を超えた全学的な立場か
ら，図書館は大学の教育・研究活動に重要な役割を有しているので，館長が大学の評議会に加
わる必要がある」と館長から提案（1971（昭和46）年12月商議会）があり，館長から総長に上
申され総長が了承したものである31）。ここに館長の学内の地位が確立し，附属図書館の発言力
が強化されたといえる。
図表１
１．総長（学長）の諮問機関としての商議会
総　長 商議会
館　長
２．館長の諮問機関としての商議会
総　長
商議会館　長
30）	『京都大学百年史　総説編』1998.6,	p.1243−1250.
31）	同上	p.1,	258.
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　学内における最高の意思決定機関を評議会とすれば，館長が自動的に評議員であるかどうか
ということと，委員会が総長の下にあるか，館長の下にあるかということは，深い関係がある。
館長が自動的に評議員でない比率の低さが，日本の図書館の学内での発言力の弱い原因がある
のではないかと思う。
　「大学図書館近代化運動の流れのもとに」に述べられた，（1）経営管理の近代化　（2）蔵
書構成の近代化　（3）整理の近代化　（4）奉仕の近代化　（5）施設，設備の近代化	の区分
をして示すと次のようになる。
（1）経営管理の近大化
京都大学附属図書館商議会の動き
　　1954（昭和29）年１月　改正「商議会規程」，「附属図書館規則」施行
　　1964（昭和39）年10月　「京都大学図書館改善特別委員会」設置
　　1966（昭和41）年５月　「附属図書館商議会規程」改正
　　1969（昭和44）年11月　「図書館問題を検討改善するための商議会専門委員会」発足
　　1973（昭和48）年１月　館長が評議員として評議会に参加承認
図書館員による京都大学附属図書館の動き
　　1969（昭和44）年８月　「大学図書館改革を検討する準備会をつくるための準備会」結成
　　1970（昭和45）年２月　「大学図書館改革問題懇談会」発足
2）京都大学附属図書館業務の近代化
　　1961（昭和36）年　　　「京都大学附属図書館六十年史」刊行
（1）経営管理の近代化
　　1959（昭和34）年　　　事務機構の改革
　　1974（昭和49）年４月　総務課設置（一部長三課長制）
　　1965（昭和40）年　　　旧帝国大学に部課長制実施
（2）蔵書構成の近代化
　　1962（昭和37）年　　　学生用指定図書の指定依頼書各部教授あてに発送
（3）整理の近代化
　　1958（昭和33）年　　　本館のユニットカードを，希望部局に配給開始
　　1959（昭和34）年　　　「全学的な目録記入法の統一」実施
　　1964（昭和39）年　　　ゼロックスによるカード目録の配布開始
　　1967（昭和42）年　　　受入事務の簡素化
　　1967（昭和42）年　　　事務用，閲覧用カードの一本化
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（4）奉仕の近代化
　　1956（昭和31）年　　　マイクロフイルム複写業務開始
　　1963（昭和38）年　　　開架（安全開架）図書室開設，参考図書室設置
　　1964（昭和39）年　　　図書館報『静脩』創刊
　　1965（昭和40）年　　　『京都大学学術雑誌総合目録（自然科学欧文編）』発行
　　1966（昭和41）年　　　電子複写業務の開始
　　1966（昭和41）年　　　電子複写業務の開始
　　1966（昭和41）年　　　『京都大学学術雑誌総合目録（人文科学欧文編）』発行
　　1967（昭和42）年　　　『京都大学附属図書館要覧』発行
　　1967（昭和42）年　　　『京都大学和文雑誌総合目録』発行
　　1967（昭和42）年　　　目録カード室の移転・全学総合目録の整備
　　1967（昭和42）年　　　『京都大学附属図書館要覧』発行
　　1968（昭和43）年　　　第二閲覧室開設，雑誌利用窓口の一本化
　　1968（昭和43）年　　　「学内図書相互利用書」の様式統一
　　1968（昭和43）年　　　『京都大学学術雑誌総合目録（自然科学欧文編）』改訂版発行
　　1969（昭和44）年　　　『京都大学附属図書館概要』。『附属図書館利用要項』発行
（5）施設，設備の近代化
　　1965（昭和40）年　　　図書館にセドリック（図書・複写文献集配の専用車輌）を購入
　　1967（昭和42）年　　　大閲覧室に冷房・参考図書室の改装
　　1968（昭和43）年　　　新聞閲覧室設置
おわりに
　京都大学附属図書館の近代化は，岩猿が京都大学附属図書館に事務長として赴任する以前か
らすでに始まっていた。岩猿はそれを引き継ぎ，加速度化した。大学図書館に関係する法律，
各種基準を俎上に上げる一方で，「国立大学図書行政の現状と問題点」において，伝統ある総
合大学図書館である京都大学附属図書館の実態を公開し，（図書館）商議会に情報を提供して，
図書館の近代化を推し進めた。同時に図書館の近代化のためには，現場の図書館職員の関与の
必要性を説き，現場図書館員職員を対象としたリカレント教育を意図した多くの著作を精力的
に投稿している。京都大学附属図書館の近代化の流れは，「国立大学図書館改善要項」につい
て見解を述べ，それを土台にして「国立大学野図書館行政の現状の問題点」で，行政職のトッ
プの立場から，京都大学図書館の現状の問題点を洗い出し，「国立大学図書館改善要項」を批
判したうえで，「大学図書館近代化運動の流れのもとに」大学図書館の近代化に言及し，さらに，
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京都大学図書館の近代化を推進した。その過程で60年史編纂を通じて図書館職員の教育を行っ
たことになり編纂作業を通じて，図書館教育を行った成果であり，岩猿の功績である。図書館
員が専門職として自覚する一つのきっかけとなったこの経験は，行政組織の制約をうけない自
主的な団体（グループ）の広がりが，附属図書館の新営時には多くのワーキンググループが部
局図書室職員を含めつくられた。岩猿敏生が率先垂範した京都大学図書館の近代化は，岩猿が
関西大学文学部教授に転出した8年後に開館した京都大学附属図書館新館開館時に結実するこ
とになる。
図表２　岩猿敏生と京都大学附属図書館の近代化
図書館界の動向
1952（昭和27）年６月　「大学図書館基準」の公表
1953（昭和28）年１月　「国立大学図書館改善要項及びそ
の解説」
1954（昭和29）年　　　全国国立大学図書館長会議発足
1955（昭和30）年
1956（昭和31）年５月　「私立大学図書館改善要項」
　　　　　　　　10月22日　「大学設置基準」
1958（昭和33）年	
1959（昭和34）年
1960（昭和35）年４月　岸本英夫	東京大学附属図書館長に
就任
1961（昭和36）年　「公立大学図書館改善要項」
1962（昭和37）年10月　東大附属図書館館報『図書館の窓』
創刊
1963（昭和38）年３月　「私立大学図書館運営要項」		
1963（昭和38）年９月　（文部省）大学基準等研究協議会
設置
1964（昭和39）年４月　（文部省）図書館特別部会設置	
（＊7）
図書館界の動向
４月　登録図書集配のため、本部と部局図書室との間に、
定期的にトラックを往復開始
11月　参考掛設置（運用保管部）
１月　商議会規程の改正（館長が商議会の主宰者となる）
（＊1）
12月　新書庫の内装完成・図書資料の搬入・排架完了
３月　小倉親雄事務長教育学部助教授に転任
４月　岩猿事務長叙任
７月　マイクロフイルム複写業務開始（マイクロフイルム・
センター館に指定）。
　　　書庫内のエレベータ設置（＊2）
５月　「国立大学の図書行政の現状と問題点」
４月　全学的な目録記入法の統一　実施
　　　　　　　＊全学図書館運営合理化の第一歩となる。
９月　事務機構の改革　（＊3）
10月３日～12月４日　岩猿　アメリカ図書館視察（＊4）
10月　「司書職の危機」
１月　「アメリア図書館印象記」
４月　「国立大学図書館専門職員採用試験について」
　　　『アメリカの図書館』（共同執筆）
３月　「京都大学附属図書館六十年史」刊行（＊5）
３月　「国立大学図書館改善要項」の諸問題
４月　旧帝国大学に部課長制実施（＊6）
６月　学生用指定図書の指定依頼状発送（各部教授あて）	
６月　「国立大学における分館制度」
８月　「大学図書館改善総合委員会報告」
12月　開架図書室開設（大閲覧室の東隅　安全接架式）、
参考図書室設置
９月　図書館報『静脩』創刊（＊8）
９月　ゼロックスによるカード目録の配布開始（＊9）
10月　「逐次刊行物の利用法」
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　　　　　　　　11月　「大学における図書館の近代化に
ついて（勧告）」内閣総理大臣佐
藤栄作宛て（＊11）
1965（昭和40）年４月　文部省情報図書館課設置	（文部省
大学学術局学術情報主任官室が課
に昇格）
　　　　　　　　　　　図書館視察員制度の設置
　　　　　　　　４月　	岩猿事務部長に就任
　　　　　　　　５月　大学図書館実態調査開始
1966（昭和41）年
　　　　　　　　８月　「科学技術振興の総合的基本方策
に関する意見」
　　　　　　　　　　　内閣総理大臣に提出
1967（昭和42）年
1968（昭和43）年６月７日　国立大学図書館協議会発足	
　　（＊	19）
1969（昭和44）年
　　　　　　　　５月15日～19日　第１回日米大学図書館
　　　　　　　　　　　　　　　　会議	
　　　　　　　　　　　宍戸館長・岩猿事務部長出席		
1970（昭和45）年
1971（昭和46）年	
1972（昭和47）年10月15日～11月２日
10月　「京都大学図書館改善特別委員会」（＊10）設置
２月　『京都大学学術雑誌総合目録（自然科学欧文編）』刊
行
３月　図書館に車輌（セドリック７）購入−機動力を期待
―（図書・複写文献の集配）
11月　京都大学図書館改善特別委員会終了（＊12）
３月　『京都大学附属図書館報告書』（＊13）総長に提出
３月　「開架閲覧方式について」（学術月報）
４月　電子複写業務の開始			
５月　附属図書館商議会規程改正（＊14）
　　　開架室の排架を大幅に変更（＊15）
３月　『大学図書館施設計画要項の解説』文部省大学学術
局情報図書館課（＊16）
３月　「司書とドキュメンタリスト」（論調）
11月　『京都大学学術雑誌総合目録（人文科学欧文編）』刊
行
12月　「大学図書館の相互強力活動」
　　　『京都大学附属図書館要覧』発行
３月　『京都大学和文雑誌総合目録』刊行
４月　受入事務の簡素化（蔵書印の省略）（＊17）
７月　大閲覧室の冷房装置設置
参考図書室の拡充と目録カード室の移転（目録の整
理統合）（＊18）
４月　新聞閲覧室設置（本館２階）	
９月　「大学図書館の問題点」（論調）
９月　第２閲覧室開設、雑誌室開室（利用の窓口の一本化	
「学内図書相互利用書」の様式を統一
『京都大学学術雑誌総合目録（自然科学欧文編）』改
訂版刊行
２月　「大学図書館の管理運営について」（学術月報）	
５月　「日本の大学図書館に関する諸基準および調査とそ
の問題点」
『京都大学附属図書館概要』発行	
「図書館運営改善特別委員会」（＊20）
８月　大学図書館改革を検討する準備会を作る準備会	結成
２月18日～３月６日　西ドイツ・オーストリアの大学図書
　　　　　　　　　　館視察	
２月　大学図書館改革問題懇談会（仮称）	発足		
９月　「大学図書館蔵書論」
12月　「日本の大学図書館に関する諸基準および調査とそ
の問題点」
３月　商議会専門委員会報告（図書館運営改善特別委員会）
承認	
９月　「国立大学野図書館委員会について」　
２月　「大学図書館の職員制度」
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　　　　　　　　　　第２回日米大学図書館会議
1973（昭和48）年	
1974（昭和49）年
1975（昭和50）年　第３回日米図書館会議（京都）
２月　「大学図書館職員のあり方」
７月　「戦後の大学図書館における職員の問題」
８月　「戦前のわが国における図書館員問題の展開」
12月　「アメリカの大学図書館におけるacademic	statusの
問題」
１月　館長が評議員として評議会に参加することになった	
８月　「日本の大学図書館における職員問題」
10月　「戦後のわが国における学術情報流通体制の問題」
12月　「大学図書館組織論」
12月　「大学図書館職員の育成と図書館学教育」
４月　総務課設置（一部長三課長制）	
３月　「日本の大学図書館における職員問題」
10月　「英国における図書館学教育の発展」
（注	＊）
＊１）	附属図書館規則および同執行手続き改正「京都帝国大学附属図書館ハ京都帝国大学ノ図書ヲ貯蔵スル所トス」→	
「京都大学附属図書館は，京都大学に所属する図書の管理と運用をつかさどる」（本館規則第１条）。
明治33年11月29日制定「附属図書館規則」，明治41年12月１日「附属図書館商議会規程」制定，昭和29年１月26日	
「附則図書館商議会規程」改正。
評議員：図書館長，各部長，教養部長，各学部および教養部の教授1名　『共著大学附属図書館六十年史』p.317.
＊２）	1936（昭和11）年閲覧室消失以来，書庫と閲覧室の分離によってサービス業務に支障を来すことが多かった図書館
もようやく本来の姿になった。
＊３）	 	1944（昭和19）年８月～1956（昭和31）年３月
庶務会計掛
目　録　掛 
館長     司書官
図　書　掛 
法経図書室係
1956（昭和31）年９月～1961（昭和36）年３月 
運用保管部
館長 事務長
整　理　部
法学部図書掛 
経済学部図書掛
庶務係
文書係
会計係
原簿係
尊攘堂係
和漢書係
洋書係
受入係
貸付書庫係
閲覧係
文献調査係
庶務掛
会計掛
閲覧貸付掛
書庫掛
参考掛
受入掛
和漢書目録掛
洋書目録掛
	 	1956（昭和31）年９月～196 （昭和36 月
庶務会計掛
目　録　掛 
館長     司書官
図　書　掛 
法経図書室係
1956（昭和31）年９月～1961（昭和36）年３月 
運用保管部
館長 事務長
整　理　部
法学部図書掛 
経済学部図書掛
庶務係
文書係
会計係
原簿係
尊攘堂係
和漢書係
洋書係
受入係
貸付書庫係
閲覧係
文献調査係
庶務掛
会計掛
閲覧貸付掛
書庫掛
参考掛
受入掛
和漢書目録掛
洋書目録掛
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（2017年11月15日受理）
＊４）	日本の図書館員のための図書館参考奉仕に関するアメリカンセミナー（アメリカ図書館協会主催）。
＊５）	1969年は京大図書館創立60周年に当たり，式典と『京都大学附属図書館六十年史』の刊行を岩猿事務長の緻密な計画，
予算措置，全館員参加の方針等によって成功裡に達成され，これが大学図書館の個館史としての嚆矢となる名誉を
獲得されたのであった。〈追悼〉京大図書館事務長時代の岩猿敏生先生　廣庭基介　『図書館界』Vol.68,	No.3,
＊６）	この機構改革を機会に，本学全体の学部，研究所の各図書室をも包含した図書行政の統合をめざしたが，結局附属
図書館の枠内に改革に留まらざるを得なかった。岩猿敏生は整理課長。
＊７）	大学基準等研究協議会の下部委員会　大学図書館の近代化の基本構想を検討する体制の整備。
大学施設基準規格調査会―大学図書館小委員会。国立大学協会―第一常置委員会。日本学術会議―ドキュメンテー
ション研究連絡委員会。国立大学附属図書館に関する小委員会。
＊８）	全学の図書館利用者と図書館側とのコミュニケーションを図ることを目的として発行。
創刊号：誌上で学生と図書館懇談会の記事尾特集　以後においても利用者（教官，学生，職員）の声が掲載され，
発刊の趣旨を反映している。
＊９）	整理業務の近代化：本館で作成していた全学図書の受入原簿を廃し，供用命令書を複写して代える。全学事務用総
合目録に使用してきた小型カードを標準カードに改める。
＊10）	商議会の承認。京大における図書館機構の近代化を進めるため。目的：大学図書館近代化の問題を審議していく，
基本的問題を明らかにする，将来歩むべき基本方針を打ち出す（図書館組織全体の機能，運営等を再検討）。委員会
の構成：各学部・教養部・附置研究所，教授・助教授。議題：図書館サービス諸問題。本館と部局図書室の関係：
分散方式	or	集中方式，コンテンツ・シート・サービス，閲覧・貸出，図書の収集組織。雑誌の収集および利用上の
諸問題：寄贈・交換窓口の一本化，欠号の処理，ソ連科学アカデミー発行雑誌の英訳版購入，文献複写業務。部局
図書室の現状と問題：部局図書室の現状と改善策・機能，保存図書館，学問分野別の専門図書館，人事と予算。
大学図書館の近代化の見地から，図書館サービスの現状における問題点と将来のあり方，部局図書室の構想，附属
図書館の概念等の重要な課題をはじめ多くの問題点について検討し，活発に論議され，有益な助言や，意見が出さ
れた。岩猿（整理課長兼事務部長事務取扱）は幹事。『京大百年史　総説編』p.1,	263.
＊11）	専門職としての司書職制度の確立も要望として盛り込んでいる。
＊12）	最終（第10回）議題「京都大学附属図書館の概念いついて」。附属図書館とは何か，本館と部局図書室の関係，図書
館商議会のあり方。委員長より，来年度の検討予定：図書の廃棄，保存図書館の問題，ロシア語雑誌の英訳本の共
同購入，冊子目録（農学編）。将来計画の立案を行う。岩猿の地位：兼事務部長事務取扱。
＊１3）	報告書の要点：附属図書館の実情と大学図書館の近代化の見地から。図書館サービスの現状における問題点と将来
のあり方，部局図書室のあり方，附属図書館の概念，改善されるべき目標ないし構想が具体的に掲げられている。
以後の図書館運営において検討の成果が強く打ち出され図書館行政を推進していく方針となった。→1966（昭和41）
年５月24日　附属図書館商議会規程改正につながる。
＊14）	商議員に附置研究所から若干名参加。各種の専門委員会を随時開催できるよう条文化した。商議会開催の発議の明
確化。このことにより，今後の図書館商議会が本学の図書館運営上に果たすおおきな役割が明確に位置付けられた。
＊15）	指定図書を一般図書と混排，分類別排列。「指定図書の利用高まる」静脩　Vol.3,	No.2	1966
＊16）	岩猿敏生：学習図書館。図書館資料。図書館資料の運用。図書館資料の配置の各項を担当。
＊17）	蔵書印，受入番号印，受入日付印，隠し印の省略。
＊18）	全学総合目録の整備（目録業務の標準化あるいは近代化への礎石）。２体系のカード目録（事務用，閲覧用）の一本
化をはかる。
＊19）	役員　理事20館（各地区から選出）　監事２館　理事の互選で会長，副会長２館）。
　　　会長：東京大学　副会長：京大，北大　　第１部会：図書館の管理問題　第２部会　それ以外の問題処理を担当。
＊20）	 1969（昭和44）年，人文社会科学，理・工学，医学等の分館網をめぐらし，附属図書館を中央館とする，調整され
た分散方式が，主唱された。これが新制大学の図書館集中主義と既存の旧制帝大の事実上の部局独立の図書館（室）
の状態を調整する唯一の方途であると考えられたのだった。
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